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番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

生徒会、農業クラブ・家庭クラブの活動をとおした
向上心、探究心、自主・自立、連帯の精神を養う
指導の実践

生徒アンケートによる生徒の生徒会・農ク活動への満足度
の肯定的回答

スペシャリスト育成のための積極的な資格取得指
導の推進

学科生徒の資格取得割合※産業教育の充実(農業・家庭)
アグリマイスター顕彰制度への取組と成果

課題解決能力を高めるためのプロジェクト学習を
実践

農業科教諭の実践割合（実践数/教諭数）

「先人に学ぶ」事業により、本校の歴史・伝統、ま
た多様な文化を理解する指導を実践

俳句・川柳への取組・地域資源の活用や教材開発数

高大連携の推進 高大連携カリキュラムの実施状況（食品科学科における山
梨大学、山梨学院短期大学との連携）
「地域と農業」履修者の農林大学校進学率

「個別最適な学び」・「協働的な学び」の実践 ファシリテーターとして授業を組み立てられる教員数
BYODを柔軟に活用できる教員数

目標に準拠した指導と評価の推進 指導と評価の計画書作成数、生徒による未来を拓く生徒主
体の授業づくりプロジェクトの分析結果

ICT機器活用の推進 「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」にお
ける生徒のICT活用を指導する能力を持つ教員の割合

学習習慣の定着と基礎学力推進 「学校評価アンケート生徒」における「毎日、自ら家庭学習
の時間を確保し、計画的に取り組んでいる」肯定的回答

体験的な教育活動をとおして自己の在り方、生き
方を考えさせる指導

保護者説明会や個別懇談等による早期の進路決定につな
げられたケース数、難関の進路実現を果たした数

組織的・体系的なキャリア教育を実践 インターンシップ・デュアルシステムの体験が進路実現につ
なげられたケース数

学年・学科・進路係の緊密な連携の実現 「学校評価アンケート　生徒」における「学校では、進路に
ついて考えるための情報が、タイムリーかつ積極的に流さ
れている。」肯定的回答

ホームルームにおける集団づくりを充実させると
ともに、全教職員の意思疎通のもと、指導体制を
確立

SHR等における集団づくり指導の実践数、校内研修の満足
度

いじめの未然防止、早期発見、早期対応の徹底 「学校評価アンケート　生徒」における「学校では、いじめ防
止（アンケートや相談）や人権に関する指導が適切に行わ
れている。」肯定的回答

共感的な人間関係を築くため教育相談体制の充
実

悩み相談等に関するアンケート実施、アンケｰト分析結果
に基づく問題解決数

基本的生活習慣確立に向けた指導の充実 「学校評価アンケート　生徒」における「学校では、健康管
理や悩み相談に関わる指導がていねいに行われている。」
肯定的回答

夢と感動のある学び舎の実現に向けた教育活動
の企画（生徒による主体的活動場面の創出）

生徒が中心となり実現できた活動数とアンケートによる満
足度

危機管理能力の定着に向けた取組の充実
（交通安全・防災・防犯）

特色ある行事の企画・立案・実施、アンケートによる満足度

●自転車ヘルメット着用の徹底不足
ヘルメット着用の理解促進と家庭連携の強化ため、意義を丁寧に説明し、家庭から
の声かけを促す仕組みづくりを。
●相談体制のさらなる強化
相談窓口の明確化、スクールカウンセラー活用、丁寧な対応の徹底を。
●家庭との連携による生活習慣の定着強化
家庭・学校・地域が共通理解をもち、継続的な働きかけを。
●読書習慣の不十分さ（朝読書の評価が低い）
図書室と連携し、これまで以上に興味を引く書籍の紹介や読書活動の活性化を。

3

4

3

4

4

●相談体制の強化
生徒が悩みを気軽に相談できる環境をさらに整備する必要があるため、相談先の明
確化、相談時間・場所の確保、外部専門家との連携強化を。
●リアルなキャリア教育の不足
成功例だけでなく、困難を乗り越えた経験談を聞く機会が求められているため、特に
困難を克服した卒業生の話を聞く機会を設け、進路選択の現実や理解を深める。ま
た、企業との連携を強化し、体験内容の質向上を。
●心身のレジリエンス育成
社会に出ても「潰れにくい」心と体を育てる教育が必要であり、ストレス対処法、自己
肯定感向上、健康教育などのプログラムを導入しては。

●いじめの早期発見・具体的対策
いじめに関する課題意識があるため、初期対応の迅速化が必要であり、アンケート等
による実態把握の継続、共有体制の構築を。
●保護者との連絡の丁寧さを向上
小中と比較して連絡量が少ないと考えられ、情報発信の強化が必要であり、BLEND・
電話連絡の充実、丁寧で安心感のある対応を。
●安全指導の徹底
自転車通学に関する道路交通法改正への対応が求められるため、ヘルメット着用指
導や危険行為防止の徹底を。

●実践的学びの理解をさらに深める仕組みの整備
事業や行事の取り組み内容が生徒に十分咀嚼されていない場合があるため、事前
の目的共有、事後の振り返りの体系化など、学習効果を高める指導の充実を。
●国際交流の参加者増に向けた周知強化
交流活動の価値は高いが参加者が少ないため、説明会実施、体験談の共有、経済
的支援策の検討など参加促進策導入の検討を。
●高大連携の成果の見える化
高大連携の取り組み内容や効果が十分に伝わっていないため、成果事例の発信、
活動紹介の拡充など、理解促進のための情報伝達を。
●情報発信の統一・強化
生産物の販売情報・実習風景などの情報が分かりにくい場合があるため、HP・SNS
の整備、動画活用、発信内容の標準化により学校の魅力を明確化するように。
●多様な生徒を支える支援体制の強化
様々な事情を抱える生徒への個別対応の充実が求められているため、個別支援体
制の強化、活動を支える教員サポートの整備。

●ICT・BYOD活用の推進体制の強化
活用教員数が増加しておらず、効果的な使用方法の研究も課題であり、ICTに強い
教員・生徒をリーダーとし、端末活用支援・活用事例の共有を。
●主体的学習者の育成
指示待ちから自律的な学習姿勢への転換が必要であり、学習計画・自己管理を教え
る時間を設け、学習ログ・自己管理ツールを活用して習慣形成を。
●基礎学力の定着と教員負担のバランス
基礎学力は依然として重要課題だが、授業改善を継続するための教員負担軽減が
求められるため、ICTを用いた学習、教材共有化による、教員の負担軽減と学力向上
を。

山梨県立農林高等学校　校長　米山　正仁

学校関係者評価

実施日　（令和８年２月１２日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

○基本的生活習慣が身についていない生
徒への指導方法の工夫を継続していく。
○生徒が主体となって動けるように、生徒
会組織の充実を図っていく。
○生徒が十分に考え行動できる安全教育
を今後も展開していく。
○自転車登校時のヘルメット着用指導は
喫緊の課題である。

○生徒が主体で取り組めるよう、教員の伴
走支援を強化していく。
○各学科において、資格取得の奨励、レベ
ルアップタイムを活用した資格取得対策の
充実を図っていく。
○農業科においては普段の授業におい
て、プロジェクト学習を実践することを今後
も教科で確認し、学科それぞれで取り組み
を継続していく。

２．生徒一人一人を進路実現に導く

３．信頼関係に基づいた生徒指導を行う

B

本年度の重点目標

本年度の重点目標

５．特色ある教育活動を推進する

○保護者を対象とした進路行事のさらなる
充実や進路情報のタイムリーな提供を今後
も心掛けて指導にあたっていく。
○インターンシップ・デュアルシステムが有
意義なものとなるよう、事前・事後の指導を
さらに充実させる。

○発達支持的な指導を推進するとともに、
課題予防的生徒指導を徹底し、学校生活
が良い方向へ向かうよう導いていく。
○教員自身も人権感覚を十分に持ち、当
然のことながら体罰の厳禁、また、生徒に
発する言葉への配慮などしながら、生徒指
導にあたっていく。
○生徒対応等の初動でチームを組んで動
ける雰囲気づくりを進める。

○教員相互授業参観の充実をさらに図る。
また、ICT支援員の協力による職員研修実
施でBYOD端末を柔軟に活用できるように
促していく。
○生徒指導の中心は教科指導であり、夏
季休業期間を中心に、指導と評価の計画
書の見直しなどに取り組めるよう、管理職
から促していく。

1

2 学習指導

□ファシリテーターとして授業を組み立てられる
教員、BYODを柔軟に活用できる教員ともに約
75%にとどまる。
□指導と評価の計画書について、約20%の教員
が未作成ないしは、見直しが必要だが改善がで
きていない、という結果であった。
□生徒のICT活用を指導する能力を持つ教員の
割合は約75%であった。
□生徒の家庭学習実施状況は、例年どおり課題
である。

特色ある学校づくり B

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

学校目標・経営方針

４．心身の健康を図り、安全教育を推進する

評価

年度末評価（令和８年２月１日現在）

１．学習指導の方法を工夫し学びへの興味・関心を高める

県内唯一の伝統ある農業専門高校として、「生命・環境・食」を育む教育を主な柱として、新しい時代に必要となる資質・能力を育成し、地域の産業人材を地域とともに育てる。

自己評価結果

□生徒アンケートによる生徒会・農ク活動への満
足度は高い状況であるが、教員アンケートでは約
25%が生徒の成長という観点では、課題があると
いう結果となった。
□昨年度３年生のアグリマイスター顕彰制度の申
請者はいなかったが、今年度３年生は４名の生徒
の申請があった。
□今年度２学科で農業クラブ関東大会プロジェク
ト発表会に出場した。引き続き、プロジェクト学習
の充実・実践を図っていく。
□先人に学ぶ事業については、その意義などを
十分生徒に周知する必要がある。
□互いに実のある高大連携のあり方をさらに検
討を図る必要がある。

B

A

B

道徳教育
安全教育

□保護者アンケートの結果から、進路指導に関
する一定の評価は得られている状況である。
□インターンシップ・デュアルシステムの体験が
進路実現につながっている、という生徒の肯定的
回答は9割を超えている。
□学校では、進路について考えるための情報
が、タイムリーかつ積極的に流されている」という
質問の肯定的回答は約92%である。

□ホームルームにおける指導の充実をどの担任
もおこなっているが、生徒や保護者との関係、ま
た、指導に乗れない生徒もおり、課題である。
□「学校では、いじめ防止（アンケートや相談）や
人権に関する指導が適切に行われている」という
肯定的回答は約88%である。
□いじめアンケート後の教員によるフォローによ
り、今年度もすべての案件で解決の方向へ向
かっている。
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3 進路指導

4 生徒指導

□「学校では、健康管理や悩み相談に関わる指
導がていねいに行われている」とい肯定的回答
は約91%である。
□生徒が中心となって実現できた活動について
は、ほとんどない。生徒の主体的な活動、生徒会
役員の積極的な活動は課題がある。
□防災キャンプは２年目であるが、生徒の参加し
たこと、学んだこと、体験できたことの満足度は高
い。


